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Ⅰ 教科の調査結果 

  

 国 語 算数・数学 

小学校 桑名市 ６７ 6４ 

全国 ６７.７ 6３.４ 

三重県 ６7 ６2 

中学校 桑名市 ６０ 5６ 

全国 ５８.１ 5２.５ 

三重県 ５７ 5３ 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページより各教科、児童生徒質問、学校質問の結果から、桑名市の

特徴等を紹介します。問題の内容等に関しては、『国立教育政策研究所 

教育課程研究センター』HP にも掲載されていますので、ご参照ください。 

はじめに 
全国学力・学習状況調査は、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、教育施

策を検証・改善したり、学校における教科指導の充実や学習状況の改善等に役立てたりする

ために実施されています。 

 

令和６年度は、４月１８日（木）に実施され、市内の小学校６年生（２７校：１，１８２人）と、中学

校３年生（９校：１，１８１人）が参加しました。今年度は、小・中学生ともに国語、算数・数学の２

教科の調査が行われました。 

 

 

○知識及び技能を問う問題は正答率が高い傾向 

○経年的な課題である無解答率は小学校において改善 

○経年的な課題である算数・数学における「図形」領域の正答率は改善 

●身につけた知識や技能を生かして、自分の考えをまとめて書くこと、表現することなどに

引き続き課題 

●文章や図・表の読み取り、考察すること、分析・解釈することなど「読解力」に課題 

●中学校・国語における無解答率がやや高く課題 

 桑名市における全体的な特徴  

＊全国、三重県、桑名市いずれも公立校のみの結果を集計した値（単位は％） 

＊平成２９年度より全国値以外は、小数点以下を四捨五入した整数値での公表 
 各教科の平均正答率  

https://www.nier.go.jp/2４chousa/2４chousa.htm 
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 各教科の桑名市における特徴  

【大問 ２ の概要】 

目的や意図に応じて、伝えたいことを明確に

し、事実と感想、意見とを区別して、自分の考

えが伝わるよう書き表し方を工夫して、学校の

よさを伝える文章を書く問題。 

〔設問二〕 

「たてわり遊び」に関する高山さんの文章の

空欄に、条件に合わせた内容を記述する。 

＜条件＞ 

①「たてわり遊び」のよさについて考えたことを書く

こと。 

②下級生に聞いたことから言葉や文を取り上げて

書くこと。 

③６０字以上、１００字以内にまとめて書くこと。 

小学校国語 

【大問 １ の概要】 

学校の取り組みをオンラインで紹介し

合い、目的や意図に応じて、伝え合う内

容を検討し、自分の考えが伝わるよう

に表現を工夫する問題。 

 〔設問三〕 

目的や意図に応じて、集めた材料

がどのように役に立ったのかを適

切に説明したものを選択する。 

◎目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けた

りして、伝え合う内容を検討する問題〔思考・判断・表現/選択式〕 

正答率 
約７割 

多くの児童が、設問に対

し、発言者の複数のメモ

と発言とを関連づけ、

「情報をまとめて伝え

ることに役立った」と捉

えることができていま

した。 

▲事実と感想、意見とを区別して、自分の考えが伝わる

よう工夫して記述する問題   〔思考・判断・表現/記述式〕 

正答率 

６割以下 

②の条件は満たしているものの①の条件を満た

していない児童が約４割いました。 

 

各教科、全国と比べ正答率が特に高い問題を強みとして、 

正答率が低い、または無解答率が高い問題を弱みとして、 

特徴的なものを紹介します。 
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小学校算数 

◎直方体の見取図について理解し、かく問題 
〔知識・技能/選択式〕 

正答率 
約９割 

【大問 ３ の概要】 

立体図形について、見取図や展

開図をかいたり、図形を構成す

る要素に着目したりして、図形の

性質について考える問題。 

〔設問（１）〕 

作成途中の直方体の見取図

について、正しい辺をかいた

図を選択する。 

多くの児童が、直

方体の性質である

辺ウカが辺アオに

平行であり、長さ

が等しいことを理

解していました。 

▲道のりが等しい場合、時間を基に判断し、その理由を

記述する問題         〔思考・判断・表現/記述式〕 

正答率 

３割以下 

【大問 ４ の概要】 

日常生活でもあり得る場面設定の

中で、道のり・時間・速さの関係を理

解し、異なる二つの量の割合として

捉えられる数量の関係について考え

る問題。 

〔設問（３）〕 

道のりが等しく、かかった時間が

異なる場合の速さについて、どち

らが速いか判断し、その理由を記

述する。 

「かなたさん」を選択した上で、「２人が歩いた

道のりが等しい」ことは記述できているものの、

「かなたさんがかかった時間」が「ほのかさ

んがかかった時間」よりも短いことを表す記

述ができていない児童が約３割いました。 
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中学校国語 
 

◎読んだ文章を参考に、知識や経験に触れながら書く問題 
〔思考・判断・表現/選択式〕 

正答率 
８割以上 

【大問 ３ の概要】 

伝えたいことを明確にするために、集めた材料を

整理し、自分の考えが伝わるように表現を工夫し

て物語の一部を書く問題。 

〔設問一〕 

【ノートの一部】の〈もとにする体験〉に書い

た情報の中から取り上げた意図として適切な

ものを選択する。 

多くの生徒が、「物語を通して伝えたいこと」が「紙の辞

書を久しぶりに使って気づいたよさ」であることを捉え、

適切に選択できていました。 

▲説明的な文章を読み取り、考える問題 
（設問一）〔思考・判断・表現/選択式〕、（設問四）〔思考・判断・表現/記述式〕 

正答率 
５割以下 

【大問 ２ の概要】 

文章と図を結び付け内容を解釈したり、

具体と抽象との関係や主張と例示との

関係を捉えたりすることに加え、目的に応

じて文章の内容を要約しながら、「葉の

形」を題材として説明的な文章を読み取

り、考える問題。 

〔設問一〕では、文章と図「さまざまな形の葉」と

を結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈するこ

とができていない生徒が５割以上いました。 

〔設問四〕では、着目する内容についてまとめてい

るが、十分な情報を取り上げて要約することができ

ていない生徒や要約した内容と本文に齟齬がない

かを見直すことができていない生徒が約３割いま

した。 
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中学校数学 

◎グラフの傾きや交点の意味から解釈する問題    
〔知識・技能/短答式〕 

正答率 
約８割 

▲データの傾向を捉え判断の理由を数学的な

表現を用いて説明する問題〔思考・判断・表現/記述式〕 

正答率 ３割以下 
無解答率 ２割以上 

【大問 ７ の概要】 

センサーで障害物を感知して止まる車型ロボッ

トのデータから傾向を読み取り、批判的に考察

し判断する問題。 

〔設問（2）〕 

「速さが段階１から段階５まで、だんだん速く

なるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離

が長くなる傾向にある」と主張できる理由を

箱ひげ図を比較して説明する。 

他の問題に比べて無解答が多く、２割以上ありました。 

また、複数の箱ひげ図を比較できているものの、主張内

容が正しいと判断できる理由を数学的な表現を用いて

説明できていない生徒が３割以上いました。 

【大問 ８ の概要】 

ストーブの使用時間と灯油の残

量について、グラフの様子から問

題解決の方法について考察し、

判断する問題。 

〔設問（３）〕 

グラフの傾きや交点の意味を

解釈し、ストーブの設定をどの

ように設定したのか記述する。 

多くの生徒が、与

えられた条件や

問題解決の過程

や結果と数学的

な表現を関連付

け、グラフの傾き

を捉え、ストーブ

の設定を正しく

解答できていま

した。 
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桑名市では、小中一貫教育を推進しており、  

９年間の学びの系統性を意識することを大切にし

ています。 

大問７は、センサーで障害物を感知して止まる

車型ロボットが取り上げられ、データの傾向を適

切に読み取る問題が３問出題されました。設問

（１）は、与えられたデータから最頻値を求める問

題でした。 

最頻値を求める学習内容は、学習指導要領で

は、小学６年生で学ぶ内容です。小学校で学んだ

「データの活用」内容を、中学校においても活用さ

れている結果となり、がんばりが見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桑名市では、日常の授業において、教科を問わず

対話（ペア、グループ等）を通した課題解決学習を

大切にしています。 

大問１では、オンラインを活用した交流の場面が

設定され、関連する問題が４問出題されました。ICT

活用の経験の多さも伴い、「話すこと・聞くこと」の領

域として全国平均より正答率は高く、無解答率は低

い結果となり、がんばりが見られました。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「がんばり」 発見！！  
このコーナーでは、全国や県の平均正答率との比較、桑名市の経年的な課題等から、桑名の児童生徒にがんばりがみられた 

ことを紹介をしています。 

小学校国語 

同様の問題が、平成３１（令和元）年度の問題

でも出題されており、平均正答率が約２５ポイ

ント上昇する結果となりました。 

中学校数学 

児童質問調査での「学級の友達との間で話

し合う活動を通じて、自分の考えを深めた

り、新たな考え方に気づいたりすることが

できる」と肯定的に答えている児童が８割

以上でした。 
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以上のように、教科の調査結果に見られた強み・弱みを踏まえ、市では、 授

業改善の取組をさらにすすめていきます。 

 

こんな力をつけたい 

 

〇社会の中で生きて働く知識・技能の習得 

〇知識・技能を実生活の様々な場面に活用する力 

〇課題解決のための構想（見通し）を立て実践し、次に生かしていく力 

 

こんな授業にしたい 

 

  〇 自分で考え、調べ、適切な言葉を使いながら、相手にうまく伝わるよう 

表現する授業 

〇 仲間や教師の考えや意見を自分の考えと比べながら聴くことが 

できる授業 

〇 「わかったこと・わからなかったこと」「さらに学びたいこと」などを 

振り返り、次の学びにつなげる授業 

 

  

児童生徒質問（学習状況調査）より 

 「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資

料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していましたか」という質問に対し 

 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた児童生徒の割合 

【小学生】 

 

 

 

【中学生】 

 

 

 

調査の結果は、今回、調査の対象となった小学６年生、中学３年生だけでなく、

小中学校９年間のつながりを意識して、学校全体でよりよい授業づくりに生かし

ていきます。 

桑名市の児童生徒の割合は、小学生は

全国平均に届いていないものの、中学生

においては全国を上回っています。 

自分の考えや思いを伝えるために、学ん

だことを使って表現する力は、学習活動だ

けでなく、日常生活の様々な場面でも重要

となる力です。急激に変化する今後の社

会の担い手である児童生徒には、問題を

解決するため「学んだことが生かせる！」と

達成感を感じられるような授業を積み重

ねていく必要があります。 

67.6
63.5 

0 50 100

R6

桑名市 全国

64.8
66.2 

0 50 100

R6

 学力向上に向けた取組  
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Ⅱ 児童生徒質問の調査結果 
児童生徒質問の調査とは、該当学年の児童生徒を対象にしたアンケート調査で、学習状況や生活状

況について回答しています。令和６年度より、オンラインによる回答方式で実施されました。 

これらの回答から見えた結果をもとに、桑名市の児童生徒の特徴的な姿を紹介します。 

児童生徒の挑戦心、自己有用感、幸福感等に関わって 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○友達関係に満足している 
「友達関係に満足している」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、８割を超えており、おおむね

満足している傾向にあります。（令和３、４年度は同質問がありませんでした。） 

○将来の夢や目標を持っている 
「夢や目標を持っている」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生は昨年度よりわずかに低

下、中学生は上昇しました。全国平均よりやや低い傾向が続いています。 

○自分には良いところがある 
 「良いところがあると思う」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに８割を超
え、昨年度との比較において、中学生は上昇しました。しかし、全国平均よりやや低い傾向が続い
ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○先生は、よいところを認めてくれている 
 「先生は、よいところを認めてくれていると思う」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・
中学生ともに８割を超え、高い傾向にあります。（令和３年度は同質問がありませんでした。） 

※グラフ内の数値は桑名市・全国の児童生徒数を１００としたときの割合（％） 
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【小学生】 

% 
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【中学生】 
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86.8
80.2

85.5 83.785.8 83.4 85.4 85.3

0

50

100

R1 R3 R4 R5

桑名市 全国

○地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う 

（R4 まで「地域や社会をよりよくするために何をすべきか考えることがある」） 
学習指導要領では、主体的に地域や社会と関わり、持続可能な社会を形成することが求められてい

ます。「地域や社会をより良くするために何かしてみたいと思う」と肯定的に回答した児童生徒の割
合は昨年度と比較し、上昇しました。令和５年度に質問の文言が変わったことにより、単純な比較は
できませんが、引き続き小・中学生ともに自分が地域の一員であるということを意識して活動する意
欲と態度を培う必要があります。 

  

50.4 48.8

80.6 83.5

52.4 51.3 

76.8 
83.5 

0

50

100

R3 R4 R5 R6

桑名市 全国

【小学生】 

% 

【中学生】 

42.9 40.3

67.3 69.9

43.8 40.7 

63.9 
76.1 

0

50

100

R3 R4 R5 R6

% 

○学校に行くのは楽しい 
「学校に行くのが楽しい」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに８割を超え

ており、昨年度よりわずかに上昇しました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

○自分と違う意見について考えるのは楽しい 
「自分と違う意見について考えるのは楽しい」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小・中学生

ともに昨年度と比較し低下しました。 

 

 

 

81.8 86.0 81.5 82.681.1 82.9 81.8 83.8

0
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【中学生】 

% 

【小学生】 

80.2
85.5 83.7 83.983.4 85.4 85.3 84.8

0

50

100

R3 R4 R5 R6

桑名市 全国% 

家族や友だちなどの他者から、かけがえのない存在としてありのままの自分が認められ、受け止め

られる経験の積み重ねが、子どもたちの自尊感情を育むことになります。学校では、子どもどうしが

お互いの思いや考えを出し合い、受けとめ合える「人権フォーラム」「学級フォーラム」などの取り組

みを行っています。良いところを認め合うだけでなく、悩んだり失敗したりすることもあるけれど、

自分や他者の存在そのものが大事であるという視点を大切にしています。 

子どもたちが将来の夢や目標を持ち、自らの力で生き方を選択していくために必要な能力や態度を

身につけていけるよう、キャリア教育等の充実も図っていきます。         （人権教育課） 
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○人が困っているときは、進んで助ける 
「人が困っているときは、進んで助ける」と肯定的に回答した児童生徒の割合は、小学生で９割

を超え、中学生でも８割を超えています。中学生では昨年度より上昇しました。しかしながら全国
平均を下回る結果となりました。 

 

○いじめはいけないと思う 
「いじめはどんな理由があってもいけない」と回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに９割

を超える状況が続いています。一方で、そう感じていない児童生徒が一定数いることもあり、いじめ
“０”に向けて、引き続き取り組むべき課題です。 
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○困りごとや不安がある時に、いつでも相談できる 
「困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる」と肯定的に回答し

た児童生徒の割合は、小・中学生ともに７割以下に留まっており、小学生は昨年度よりも低下して
います。（令和３年度は同質問がありませんでした。） 

 
【小学生】 
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仲間とともに問題を解決しようとする子どもたちの自発的・自主的ないじめ防止に向けた取組を、

毎年 4 月、11 月の「いじめ防止強化月間」を中心に各校でおこなっています。児童会や生徒会を中心

とした啓発活動、仲間づくりや自己有用感を高めることを目的とした授業・校内活動をおこなうこと

で、いじめの未然防止や早期発見・早期対応を目指して取り組んでいます。 

困りごとや不安を抱える児童生徒が安心して相談できるよう、教職員との関係づくりの他に、スク

ールカウンセラーやスクールソーシャルワーカー、スクールハートパートナーをはじめとする専門ス

タッフの研修会をおこない、チーム学校として、よりよい支援ができるよう、継続して取り組んでい

ます。                                   （学校支援課） 
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教科学習に関わって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○国語の授業に関わって 
児童質問の「国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり詳しく書いたりするなど、自分の考え

が伝わるように文章を書いている」と肯定的に回答した小学生の割合は８割を超えています。 
生徒質問の「国語の授業で、説明的な文章を読み、目的に応じて必要な情報に着目して要約し、内

容を解釈している」と肯定的に回答した中学生の割合は約８割です。 

 国語の授業で、目的に応じて、簡単に書いたり

詳しく書いたりするなど、自分の考えが伝わるよ

うに文章を書いている 

 

 国語の授業で、説明的な文章を読み、目的

に応じて必要な情報に着目して要約し、内

容を解釈している 

 

○算数・数学の授業に関わって 
「算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える」と肯定的に回

答した児童生徒の割合は、小学生で約８割、中学生で６割弱となっています。小・中学生ともに、
前回同じ調査があった令和４年度より上昇しています。 
「算数・数学の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしている」と肯定的に回答した児童

生徒の割合は、小学生で６割を超え、中学生では５割に満たない結果となっており、小・中学生と
もに、全国平均を下回っています。 
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 算数・数学の授業で学習したことを、普段の生活の中で活用できないか考える 

 算数・数学の問題が解けたとき、別の解き方を考えようとしている 

○理科の授業に関わって 
前回、理科の調査が実施された令和４年度調査において、「課題の発見」は理科の正答率や興味・

関心を向上させる上で重要であることが示されました。 
「自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりす

ることがある」と肯定的に回答した児童生徒の割合は小学生で約８割、中学生で約７割です。小・中
学生ともに全国平均を下回っています。 

 自然の中や日常生活、理科の授業において、理科に関する疑問を持ったり問題を見いだしたりすること

がある 
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○英語の授業にかかわって 
昨年度調査において、中学校で英語の調査が行われました。授業の中で、言語活動に取り組むこ

とで英語力が向上する傾向が見られました。 
児童質問の「英語の授業の内容がよく分かる」と肯定的に回答した小学生は、８割を超え、全国

平均を上回っています。 
生徒質問の「即興で自分の考えや気持ちなどを英語で伝え合う活動をした」と肯定的に回答した

生徒は、昨年度より低下しました。一方、生徒質問の「スピーチやプレゼンテーションなど、まと
まった内容を英語で発表する活動をした」と肯定的に回答した生徒は、昨年度より上昇し、全国平
均を上回っています。 

英語教育において桑名市では、小中一貫して、Small Talk(互いの考えや気持ちを伝え合う対話的

な言語活動)を大切にしています。 

小学校では、英語専科教員が JTE（日本人英語指導者）や ALT（外国語指導助手）とともに授業を

行い、会話モデルを示す等、分かりやすい英語授業になるよう工夫しています。 

中学校では、話すこと（発表・やりとり）や書くことのパフォーマンステストを各学期１回以上行

っています。特にスピーチやプレゼンテーション形式で話す機会を多く設けています。Small Talkや

パフォーマンステストを通して、即興での英語活動の充実を図っていきます。 

各教科学習で学んだことを、普段の生活の中で活用するとともに、自分で課題を見いだし解決する

ための力の育成が重要です。今後も各教科で主体的な態度を養うとともに、それが発揮できるような

学習を推進していきます。                          （学校支援課） 

 英語の授業の内容はよく分かる 
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 原稿などを準備することなく、即興で自分の考

えや気持ちなどを英語で伝え合う活動をした 
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容を英語で発表する活動をした 
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○学校外での過ごし方について 
平日１日当たりの勉強時間は、小学生については３０分以上から２時間未満と回答した児童が６

割を超え、全国平均と比べ、やや短い傾向にあります。中学生は、１時間以上３時間未満と回答し
た生徒が５割を超え、全国平均とほぼ同等の分布となっています。 
学校が休みの日の勉強時間については、小・中学生ともに全国平均同様、２時間未満と回答した

児童生徒が５割を超えています。短い時間で質の高い学習を行えるようになっていると考えること
もできます。 

主体的な学びに関わって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる 
各教科の授業では、学習の結果のみならず、「学習者が知識を相互に関連付けて深く理解する」、

「問いを見出して解決策を思考する」、「考えをもとに表現する」といった、学習の過程を重視してい
ます。そして、学習者である子どもたちには、自らの学習を調整しながら、粘り強く取り組むことが
求められています。「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」と肯定的に回答
した児童生徒の割合は、小・中学生ともに昨年度より上昇しました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

学習状況（国語、算数・数学の平均）との相関について 
学習状況との相関を示したグラフからは、「課題の解決に向けて自分から取り組んだ」と回答した

児童生徒の正答率が高い傾向にあることが分かります。 
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「放課後や週末にどんなことをして過ごしているか」回答率ランキング（複数回答）（市と全国のランキングは同一）  

小 学 生 順位 中 学 生 

家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、 

ＳＮＳを利用したりしている 
１位 

家でテレビや動画を見たり、ゲームをしたり、 

ＳＮＳを利用したりしている 

家族と過ごしている ２位 学校の部活動に参加している 

友達と遊んでいる ３位 家族と過ごしている 
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○アウトプット（自分の考えをまとめて表現）する活動と学習状況との相関について 
「これまで受けた授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活

動を行っていた」と肯定的に回答した児童生徒は、小学生で７８.９％（全国：７９.６％）、中学生
で７１.１％（全国：７５.４％）でした。 
学習状況との相関を示したグラフからは、各教科で学んだことをアウトプットする活動を「した」

と回答した児童生徒の正答率が高いことが分かります。 
 

○学びのふりかえりと学習状況との相関について 
「学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげる

ことができている」と肯定的に回答した児童生徒は、小学生で８１.７％（全国：８０.８％）、中学
生で７５.２％（全国：７７.９％）でした。 
学習状況との相関を示したグラフからは、「自らの学びをふりかえり、次の学びにつなげることが

できる」と回答した児童生徒の正答率が高いことが分かります。 
 

○自分で学び方を考え工夫することと学習状況との相関について 
「分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学び方を考え、工夫することがで

きる」と肯定的に回答した児童生徒は、小学生で８０.７％（全国：８０.７％）、中学生で７４.５％
（全国：７８.６％）でした。 
学習状況との相関を示したグラフからは、「自分で学び方を考え工夫することができる」と回答し

た児童生徒の正答率が高いことが分かります。 
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ＩＣＴの活用に関わって 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を週３回以上活用した 
桑名市では、１人１台端末を効果的に活用した授業を推進し、「わかる」「できた」という達成感

を感じられるよう、個別最適な学びに取り組んでいます。 
「授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴ機器を週３回以上活用した」と回答した児童生徒の割

合は、令和３年度から継続して、小・中学生ともに全国平均を大きく上回っています。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

「ＩＣＴ機器を活用すると、自分の考えや意見が分かりやすく伝えることができる」と肯定的に

回答した児童生徒の割合は、小・中学生ともに８割を超え、全国平均を上回っています。 
 
 

 

 

 

学習状況との相関について 
学習状況との相関を示したグラフからは、「ＩＣＴ機器を活用すると、自分の考えや意見が分かり

やすく伝えることができる」と回答した児童生徒の正答率が高い傾向にあることが分かります。 
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 ＩＣＴ機器を活用すると、自分の考えや意見が分かりやすく伝えることができる 
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学習指導要領では、「社会に出てからも学校で学んだことが生かせること」が重視されています。

児童生徒は、教科の枠を超えて、自ら問いを持ち、その解決に向けて、必要な情報を読み取ったり、

既習の知識を活用したり、考えを表現したりすることを、総合的に学び、実際に体験することが必要

です。 

桑名市では、児童生徒が学習したことの意義や価値を実感し、学習と生活とを結びつけられるよう

な授業づくりに継続して取り組みます。 

そして、子どもたちの「できた」「（他者の）役に立った」という充実感や「もっと知りたい」とい

う思いが、次の学びへの意欲になるような学習をより一層推進していきます。    （学校支援課） 



16 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おわりに 
桑名市教育大綱では「夢を持ち、その夢に向かって努力する子を育てること」を基本理念としてい

ます。また令和２年度から小中一貫教育を導入し、９年間の縦のつながりを大切にした教育を進める

中で、児童生徒一人一人に、これからの社会を生き抜くための確かな学力、社会と関わり他者と協働

できる力、粘り強くじっくり取り組むことができる心と体を育成しています。 

本調査が、児童生徒の学力の全てを表すものではないことに留意しつつ、今年度の桑名市の結果

を踏まえ、今後の取組を進めていきます。 
 

子どもたちの学力向上や健やかな成長には、子どもたちの学びの基盤になる日々の生活習慣を整

えていくことが重要です。ご家庭では、睡眠や食事など、お子さんの生活のリズムを整えていただけた

らと思います。 

また、本調査の結果からは、「自分には、良いところがある」と思っている子どもほど、学力が高くな

る傾向がわかっています。家族で過ごす時間には、学校での様子をお子さんに聞いていただき、がん

ばりを認め、励ましてあげてください。 
 

これからも、学校と家庭、地域が一体となって、子どもたちの成長を支えていけるよう、引き続きご理

解とご協力をお願いいたします。 

 
「ＩＣＴ機器を活用すると、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる」と肯定的に回答した

児童生徒の割合は、小・中学生ともに８割を超え、全国平均を上回っています。 
 
 
 

 

 

 
 

学習状況との相関について 
学習状況との相関を示したグラフからは、「ＩＣＴ機器を活用すると、友達と考えを共有したり比

べたりしやすくなる」と回答した児童生徒の正答率が高い傾向にあることが分かります。 
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 ＩＣＴ機器を活用すると、友達と考えを共有したり比べたりしやすくなる 

桑名市における１人１台端末の活用率は、全国と比べ非常に高くなっており、授業でのＩＣＴ活用

が着実に進んでいます。 

授業で１人１台端末を活用するにあたっては、個別の作業だけでなく、アウトプットする場面での

活用がより大切だと考えています。 

自分の考えや意見を伝える場面では、図や表を使って分かりやすくまとめる、資料を示

しながら発表するといった活動が、ＩＣＴの活用でより容易となります。また、友達と考

えを共有したり比べたりする場面では、クラウド環境を活用することで瞬時に全体の意見

を共有し、多くの考えに触れながら、自分の考えを深めることができます。 

今後も、「端末をどう使うか」ではなく、「表現する」「話し合う」「発表する」といったアウトプッ

トの場面を中心に、「何のために活用するか」を大切にした活用を進めていきます。 （学校支援課） 


